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第
Ⅰ
部
は
美
術
工
芸
の｢

制
作｣

を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

　

並
木
誠
士
「
浅
井
忠
と
パ
リ

─
近
代
日
本
に
お
け
る
芸
術
家
の
転
身
を
め
ぐ
る
考
察
」
は
、
東
京
美
術
学
校
の
教
授
か
ら
、
一

九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
視
察
を
経
て
明
治
三
五
年
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
図
案
科
の
教
授
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
浅

井
忠
（
一
八
五
六
～
一
九
〇
七
）
の
、
あ
る
意
味
で
転
身
と
言
っ
て
も
よ
い
変
化
の
理
由
を
パ
リ
で
の
体
験
に
求
め
る
。
早
く
か
ら
洋

画
を
志
し
て
「
近
代
」
を
先
取
り
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
た
浅
井
が
、
西
洋
画
の
本
場
に
行
き
、
み
ず
か
ら
の
表
現
に
絶
望
し
た

こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
全
盛
の
パ
リ
で
見
た
図
案
制
作
に
あ
ら
た
な
近
代
的
側
面
を
見
出
し
た
こ
と
こ
そ
が
、

転
身
の
要
因
で
あ
っ
た
と
分
析
す
る
。

　

実
方
葉
子
「
木
島
櫻
谷
の
写
生
縮
模
帖

─
近
代
京
都
に
お
け
る
日
本
画
の
学
習
と
制
作
」
は
、
近
代
京
都
で
活
躍
を
し
た
日
本

画
家
木
島
櫻
谷
（
一
八
七
七
～
一
九
三
八
）
が
残
し
た
「
写
生
縮
模
帖
」（
公
益
財
団
法
人
櫻
谷
文
庫
蔵
）
の
全
貌
を
詳
細
に
紹
介
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
今
尾
景
年
に
師
事
し
た
初
期
段
階
か
ら
の
櫻
谷
の
絵
画
修
業
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
当

時
の
京
都
に
お
け
る
運
筆
重
視
の
指
導
や
如
雲
社
な
ど
の
場
を
利
用
し
た
新
古
画
の
縮
模
の
様
相
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
写
生
を

積
極
的
に
お
こ
な
う
櫻
谷
の
姿
勢
を
論
じ
る
。
ま
た
、
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
の
虎
を
例
に
、
本
画
制
作
に
い
た
る
表
現
の
変
化
を
示

し
、
結
果
と
し
て
櫻
谷
が
本
画
制
作
の
段
階
で
写
実
表
現
を
意
図
的
に
抑
制
し
て
い
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

植
田
彩
芳
子
「
太
田
喜
二
郎
研
究

─
そ
の
画
業
と
生
涯
」
は
、
近
代
京
都
の
洋
画
壇
で
活
躍
を
し
た
太
田
喜
二
郎
（
一
八
八
三

～
一
九
五
一
）
の
、
東
京
美
術
学
校
時
代
・
ベ
ル
ギ
ー
留
学
時
代
を
経
て
京
都
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
年
譜
的
な
事
項

を
丁
寧
に
確
認
し
、
そ
こ
に
画
風
の
展
開
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
そ
の
う
え
で
、
作
風
の
分
析
や
歴
史
学
者
・
考
古
学
者
・
哲
学
者
な

ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
太
田
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
体
系
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
論
文

は
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

　

木
立
雅
朗
「
河
井
寛
次
郎
と
京
焼
の
生
産
シ
ス
テ
ム

─
登
り
窯
を
「
受
け
継
ぐ
」
意
味
」
は
、
陶
芸
家
河
井
寛
次
郎
（
一
八
九
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は	じ	め	に

〇
～
一
九
六
六
）
の
言
説
を
た
ど
り
、
河
井
の
京
都
や
戦
争
と
の
か
か
わ
り
を
掘
り
下
げ
る
。
道
仙
化
学
陶
器
所
文
書
、
藤
平
陶
芸

文
書
の
精
査
を
通
し
て
、
登
り
窯
の
衰
退
や
貸
し
窯
の
実
態
、
五
条
坂
に
お
け
る
民
藝
陶
器
制
作
の
様
相
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
窯
の
廃
絶
な
ど
現
代
社
会
に
お
い
て
近
代
美
術
工
芸
遺
産
が
直
面
し
て
い
る
問
題
に
言
及
す
る
。

　

青
木
美
保
子
「
京
都
に
お
け
る
染
織
工
芸
の
近
代
化

─
写
し
友
禅
・
機
械
捺
染
・
墨
流
し
染
」
は
、
京
都
の
染
織
業
界
が
伝
統

的
な
製
法
か
ら
徐
々
に
近
代
化
す
る
過
程
を
詳
細
に
追
跡
す
る
。
具
体
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
写
し
友
禅
・
機
械
捺
染
・
墨

流
し
染
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
中
村
喜
一
郎
、
廣
瀬
治
助
、
堀
川
新
三
郎
、
太
田
重
太
郎
、
武
田
周
次
郎
、
八
木
徳
太
郎
な
ど
こ
れ

ま
で
無
名
の
個
人
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
技
術
者
、
企
業
主
な
ど
が
人
間
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
美
術
史
の

み
な
ら
ず
技
術
史
、
産
業
史
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
論
考
で
あ
る
。

　

上
田
文
「
水
曜
会
を
め
ぐ
る
考
察

─
竹
内
栖
鳳
塾
に
お
け
る
明
治
三
〇
年
代
後
半
の
新
動
向
」
は
、
日
本
画
家
竹
内
栖
鳳
（
一

八
六
四
～
一
九
四
二
）
門
下
の
画
家
グ
ル
ー
プ
が
結
成
し
た
「
水
曜
会
」（
一
九
〇
三
～
〇
七
年
）
の
実
態
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
、
栖
鳳
と
弟
子
た
ち
と
の
関
係
や
、
相
互
の
制
作
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
明
確
に
な
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
西
洋
美
術
受
容

の
あ
り
方
、
東
京
と
の
比
較
意
識
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
が
京
都
画
壇
確
立
の
方
向
性
を
先
駆
的
に
試
み
た
様
相
が
示
さ
れ
る
。
機
関
誌

『
黎
明
』
の
分
析
、
展
覧
会
出
品
作
品
の
分
析
も
お
こ
な
う
。

　

和
田
積
希
「『
小
美
術
』─
そ
の
分
析
と
西
川
一
草
亭
の
果
た
し
た
役
割
」
は
、
杉
林
古
香
（
一
八
八
一
～
一
九
一
三
）、
津
田
青

楓
（
一
八
八
〇
～
一
九
七
八
）、
西
川
一
草
亭
（
一
八
七
八
～
一
九
三
八
）
と
い
う
若
い
同
人
三
人
が
結
成
し
た
「
小
美
術
会
」
と
そ
の

発
行
誌
で
あ
る
『
小
美
術
』（
一
九
〇
四
年
）
を
詳
細
に
分
析
し
て
、
同
誌
を
、
若
い
三
人
が
京
都
の
伝
統
工
芸
界
に
突
き
つ
け
た
挑

戦
状
と
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
三
人
の
図
案
観
や
浅
井
忠
と
の
か
か
わ
り
を
論
じ
た
う
え
で
、
美
術
家
と
は
一
線
を
画
す
る
華
道
家

と
し
て
の
西
川
一
草
亭
の
立
ち
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
。『
小
美
術
』
の
特
質
に
は
一
草
亭
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
同
時

に
、
そ
の
熱
意
が
早
期
の
廃
刊
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
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松
尾
芳
樹
「
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
教
育
課
程
」
は
、
京
都
の
産
業
界
や
行
政
の
期
待
を
受
け
て
、
明
治
一
三
年
に
開
校
し

た
わ
が
国
最
初
の
公
立
絵
画
学
校
で
あ
る
京
都
府
画
学
校
か
ら
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
へ
の
教
育
課
程
の
変
遷
を
追
い
な
が
ら
、
そ

の
な
か
で
「
図
案
」
が
次
第
に
重
要
視
さ
れ
て
く
る
動
き
を
指
摘
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
近
代
京
都
の
美
術
教
育
が
学
校
（
教
養
）

と
画
塾
（
専
門
）
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
と
い
う
特
性
を
指
摘
し
て
、
東
京
と
の
相
違
を
明
確
に
示
す
。

　　

第
Ⅱ
部
は
美
術
工
芸
の
「
流
通
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
扱
う
。

　

山
本
真
紗
子
「
美
術
貿
易
黎
明
期
の
京
都
と
ロ
ン
ド
ン

─
美
術
商
池
田
清
助
と
ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
ラ
ー
キ
ン
」
は
、
美
術
商
と

し
て
著
名
な
山
中
商
会
以
前
に
、
海
外
と
の
交
流
を
も
っ
た
池
田
清
助
（
初
代	

一
八
三
九
～
一
九
〇
〇
・
二
代	

一
八
六
一
～
一
九
一
八
）

と
そ
の
周
辺
に
い
た
稲
田
賀
太
郎
（
一
八
六
八
～
？
）
お
よ
び
ト
ー
マ
ス
・
Ｊ
・
ラ
ー
キ
ン
（
一
八
四
八
～
一
九
一
五
）
と
い
う
二
名
の

事
績
を
克
明
に
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
日
本
美
術
の
海
外
へ
の
流
通
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
と
く

に
、
電
気
技
師
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
雇
い
入
れ
た
「
お
雇
い
外
国
人
」
で
あ
り
、
帰
国
後
に
美
術
商
と
な
っ
た
ラ
ー
キ
ン
の
業
績

を
具
体
的
に
紹
介
す
る
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

　

藤
本
真
名
美
「
谷
口
香
嶠
の
模
写
と
画
譜
出
版
」
は
、
日
本
画
家
で
あ
り
、
ま
た
、
図
案
制
作
に
注
力
を
し
た
谷
口
香
嶠
（
一
八

六
四
～
一
九
一
五
）
の
工
芸
図
案
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、
古
器
物
の
図
案
集
出
版
に
着
目
を
し
て
論
じ
る
。
最
初
の
画
譜
『
工
芸

図
鑑
』（
一
八
九
一
年
）
以
来
、
香
嶠
が
積
極
的
に
進
め
、
そ
の
特
徴
と
も
な
っ
た
古
代
模
様
の
普
及
が
、
当
時
の
図
案
集
刊
行
の
主

目
的
で
あ
っ
た
工
芸
図
案
の
改
良
に
加
え
て
、
東
京
に
比
べ
て
振
る
わ
な
か
っ
た
京
都
の
歴
史
画
へ
の
参
考
資
料
の
提
示
と
い
う
側

面
が
強
か
っ
た
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　

前
川
志
織
「
雑
誌
『
時
事
漫
画	

非
美
術
画
報
』
に
み
る
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
と
図
案
」
は
、
洋
画
家
で
あ
り
、
浅
井
忠
に
つ
い
で
関

西
美
術
院
の
院
長
に
な
っ
た
鹿
子
木
孟
郎
（
一
八
七
四
～
一
九
四
一
）
が
中
心
と
な
っ
て
創
刊
し
た
『
時
事
漫
画	

非
美
術
画
報
』（
一
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は	じ	め	に

九
〇
四
年
）
を
分
析
す
る
。
こ
の
雑
誌
の
詳
細
な
報
告
自
体
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
雑
誌
で
展
開
さ

れ
る
戯
画
的
表
現
が
図
案
へ
と
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

　

加
茂
瑞
穂
「
明
治
期
京
都
に
お
け
る
染
色
デ
ザ
イ
ン
の
展
開

─
友
禅
協
会
応
募
図
案
を
中
心
に
」
は
、
京
都
に
お
け
る
最
初
期

の
図
案
団
体
で
あ
り
、
図
案
家
の
育
成
も
お
こ
な
っ
た
友
禅
協
会
（
一
八
九
二
年
）
が
実
施
し
た
図
案
募
集
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
通
し
て
、
こ
の
組
織
の
特
色
を
読
み
解
き
、
そ
こ
か
ら
近
代
京
都
の
図
案
の
あ
り
方
を
考
え
る
。
と
く
に
近
年
発
見
さ
れ
た

入
選
図
案
を
紹
介
し
て
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
や
京
都
高
等
工
芸
学
校
と
い
う
教
育
機
関
で
そ
れ
ら
が
図
案
指
導
に
活
用
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

　

岡
達
也
「
明
治
期
京
都
に
お
け
る
教
育
機
関
へ
の
海
外
デ
ザ
イ
ン
の
導
入

─
図
案
集
を
中
心
と
し
て
」
は
、
京
都
高
等
工
芸
学

校
が
明
治
三
五
年
に
開
校
当
初
か
ら
購
入
し
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
図
版
お
よ
び
図
案
集
に
着
目
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
図
案
や
情
報

が
流
通
す
る
過
程
と
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
か
を
分
析
す
る
。
海
外
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
と
図
案
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
と
く
に

模
写
教
育
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る
。
海
外
の
図
版
お
よ
び
図
案
集
の
受
容
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お

ら
ず
、
本
論
文
は
そ
の
端
緒
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　　

第
Ⅲ
部
は
美
術
工
芸
の
「
鑑
賞
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
扱
う
。

　

高
木
博
志
「
小
波
魚
青
「
戊
辰
之
役
之
図
」
と
明
治
維
新
観
」
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
小
波
魚
青
（
一
八
四
四
～
一
九
一
八
）「
戊

辰
之
役
之
図
」
の
画
面
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幕
府
擁
護
か
ら
討
幕
へ
と
揺
れ
る
宇
和
島
藩
と
そ
の
絵
師
小
波
の
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
時
期
の
微
妙
な
歴
史
意
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
本
論
文
に
お
け
る
分
析
を
通
し

て
、
こ
の
絵
を
鑑
賞
す
る
も
の
が
当
時
感
じ
た
で
あ
ろ
う
緊
張
感
を
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

中
尾
優
衣
「
雑
誌
に
み
る
近
代
京
都
の
美
術
工
芸

─
黒
田
天
外
の
『
日
本
美
術
と
工
芸
』
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
京
都
に
お
け
る
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美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
黒
田
天
外
（
生
没
年
不
詳
）
が
編
集
・
発
行
し
た
『
日
本
美
術
と
工
芸
』（
一
九
一
一

年
）
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
当
時
の
工
芸
鑑
賞
の
ど
の
よ
う
な
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
。『
日
本
美
術
と
工
芸
』

に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
紹
介
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
展
覧
会
の
問
題
、
図
案
へ
の
関
心
な
ど
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
で
捉
え

た
当
時
の
美
術
界
の
様
相
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
美
術
と
工
芸
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
京
都
の
特
殊
性
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

三
宅
拓
也
「
京
都
商
品
陳
列
所
と
明
治
末
京
都
の
美
術
工
芸
」
は
、
明
治
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
京
都
商
品
陳
列
所
の
意
義
と
意

味
を
分
析
し
、
そ
れ
が
他
府
県
の
も
の
と
異
な
り
、
参
考
品
を
見
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
制
作
指
導
も
お
こ
な
う
な
ど
美
術
工
芸
寄

り
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
併
設
さ
れ
た
庭
園
に
関
し
て
、
京
都
の
造
園
事
業
を
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
。

　

田
島
達
也
「
土
田
麦
僊
の
画
室
建
設
と
材
木
商
塩
崎
庄
三
郎
」
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
が
所
蔵
す
る
材
木
商
塩
崎
庄
三
郎
（
一

八
七
一
～
一
九
五
〇
）
関
係
資
料
の
な
か
か
ら
、
土
田
麥
僊
（
一
八
八
九
～
一
九
三
六
）
の
ア
ト
リ
エ
建
設
を
め
ぐ
る
手
紙
類
を
詳
細
に

報
告
し
て
、
画
家
と
パ
ト
ロ
ン
の
関
係
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
。
と
く
に
、
小
野
竹
喬
、
榊
原
紫
峰
と
の
関
係
も
含
め
、

国
画
創
作
協
会
創
立
（
大
正
七
＝
一
九
一
八
年
）
前
夜
の
麥
僊
周
辺
の
様
相
が
示
さ
れ
る
。

　

中
川
理
「
武
徳
殿
の
建
設
と
国
風
イ
メ
ー
ジ
の
波
及
」
は
、
明
治
三
二
年
に
大
日
本
武
徳
会
が
藤
原
時
代
風
で
建
設
し
、
全
国
の

武
徳
殿
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
京
都
の
武
徳
殿
が
大
正
二
年
に
改
修
さ
れ
た
際
に
「
桃
山
風
」
の
要
素
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
で
あ
っ
た
「
藤
原
＝
国
風
」
に
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
、
桃
山
風
の
意
匠
が
「
も
う
ひ
と
つ
の
国

風
様
式
」
と
し
て
建
築
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
実
態
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
。

　

矢
ヶ
崎
善
太
郎
「
茶
会
の
場
の
考
察
」
は
、
近
代
に
お
け
る
茶
室
の
変
化
、
つ
ま
り
、
茶
室
の
近
代
化
の
促
進
に
美
術
商
が
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
大
正
一
〇
年
の
東
山
大
茶
会
の
分
析
を
通
し
て
、
古
民
家
の
古
材
や
石
へ
の
こ

だ
わ
り
な
ど
、
美
術
商
に
加
え
て
、
大
工
や
庭
師
も
ま
た
、
こ
の
時
期
の
茶
室
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
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は	じ	め	に
　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
明
治
・
大
正
期
の
京
都
で
制
作
・
流
通
・
鑑
賞
さ
れ
た
絵
画
、
工
芸
、
建
築
、
庭
園
さ
ら
に
は
雑
誌

や
書
物
な
ど
広
範
な
ジ
ャ
ン
ル
を
扱
う
。
こ
れ
ら
の
論
考
を
通
し
て
、
近
代
京
都
の
美
術
工
芸
を
め
ぐ
る
状
況
が
あ
る
程
度
明
ら
か

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
本
書
の
視
点
を
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
京
都
に
お
け
る
近
代
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
太
田
喜
二
郎
の
基
本
年
譜
作
成
や
「
水
曜
会
」、
櫻
谷

資
料
、
塩
崎
庄
三
郎
資
料
な
ど
、
多
く
の
新
出
資
料
の
紹
介
と
分
析
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
紹
介
・
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
雑
誌
や
短
期
間
で
廃
刊
に
な
っ
た
雑
誌
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
図
案
集
や
図
案
募

集
な
ど
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
知
見
は
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
新
出
資
料
・
未
紹
介
資
料
が
多
い

こ
と
は
、
近
代
京
都
の
美
術
工
芸
に
つ
い
て
の
研
究
が
い
ま
だ
途
上
の
位
置
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
視
点
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
に
力
を
向
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
化
学
者
や
技
術
者
、
パ
ト
ロ
ン

や
学
者
た
ち
な
ど
、
美
術
史
の
文
脈
に
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
か
っ
た
人
び
と
が
、
美
術
工
芸
家
を
め
ぐ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
執
筆
者
は
、
い
ず
れ
も
京
都
を
お
も
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
調
査
・
研
究
活
動
を
続
け
て
い
る
。
京
都
で
調
査
を
し
て
い

る
と
、
近
代
の
美
術
工
芸
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
新
し
い
作
品
や
資
料
に
出
会
う
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
調
査
・
研
究

の
対
象
と
し
て
貴
重
な
作
品
や
資
料
が
廃
棄
さ
れ
た
り
、
破
却
さ
れ
た
り
す
る
現
場
に
遭
遇
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
十
全
な
状
態
で

保
存
・
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
方
が
稀
れ
か
と
さ
え
思
え
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
そ

の
よ
う
な
作
品
や
資
料
の
継
続
的
な
調
査
・
研
究
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
正
当
な
評
価
、
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
近
代
京
都
の
美
術
工
芸
に
関
心
を
も
っ
て
、
研
究
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。


